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【第Ⅰ部 発表者：取締役 事業管理、財務・ＩＲ、経理担当 松崎 修一郎】

• 本日は お忙しいところ当社グループの2013年3月期 第2四半期の決算説明会にお集まりい• 本日は、お忙しいところ当社グル プの2013年3月期 第2四半期の決算説明会にお集まりい
ただき誠にありがとうございます。

• まず、第2四半期の決算と通期の業績予想について、ご説明させていただきます。
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• 宝ホールディングス連結の2013年3月期 第2四半期決算について説明いたします。
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• 連結損益計算書の売上高から営業利益について説明いたします。

＜前期比＞＜前期比＞

• 売上高は、タカラバイオグループでの371百万円の増収などがあり、前期比233百万円増収
の95,711百万円となりました。

• 売上原価は580百万円増加し、売上総利益は前期比346百万円減益の36,548百万円となりま
した。

• 販管費は、運送費、管理費等が減少しましたが、販売促進費が増加し、前期並みの33,648
百万円となりました。

• その結果、営業利益は前期比426百万円減益の2,899百万円となりました。

＜期初計画比＞

• 売上高は、タカラバイオグループで549百万円、宝ヘルスケアで114百万円下回りましたが、
宝酒造グループで1,209百万円上回り、期初計画を611百万円上回りました。

• 売上原価は期初計画から263百万円増加しましたが、売上総利益は期初計画を348百万円価 期初計 増 総利 期初計
上回りました。

• 販管費は計画並となり、その結果、営業利益は期初計画を299百万円上回りました。
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• 営業外損益の状況について説明いたします。

＜前期比＞＜前期比＞

• 営業外収益は、受取配当金の減少などにより、19百万円減少の453百万円となりました。

• 営業外費用は、社債の発行に伴う社債利息の増加、社債発行費の発生に加え、為替差損が
増加し、130百万円増加の478百万円となりました。

• その結果、経常利益は前期比576百万円減益の2,874百万円となりました。

＜期初計画比＞＜期初計画比＞

• 営業外損益は期初計画並となり、営業利益の増加を受けて、経常利益は期初計画を274百
万円上回りました。
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• 特別損益および四半期純利益の状況について説明いたします。

＜前期比＞＜前期比＞

• 特別利益は、固定資産売却益の減少などにより、80百万円減少の133百万円となりました。

• 特別損失においては、投資有価証券評価損が前期比661百万円増加の1,019百万円となっ
たほか、物流子会社において厚生年金基金脱退損失が260百万円発生しましたが、前期に
は震災による特別損失が805百万円発生していましたので、特別損失合計では、前期並みの
1,400百万円となりました。

• その結果、四半期純利益は前期比554百万円減益の405百万円となりました。

＜期初計画比＞

• 投資有価証券評価損の発生などにより、特別損失が1,200百万円上回り、その結果、四半期
純利益は期初計画を794百万円下回りました。

• 投資有価証券評価損につきましては、通期では8億円を期初計画に織り込んでいましたが、
第2四半期累計期間の計画には織り込んでいませんでした。

• 前期3月末の株価を前提にすると、来年3月末には3期連続で7割を下回ることとなる銘柄に
ついて評価損を予算化していましたが、それ以前に5割を切ったということです。
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• 宝酒造グループの2013年3月期 第2四半期の決算について説明いたします。
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• 宝酒造グループの損益概要について説明いたします。

＜前期比＞＜前期比＞

• 売上高は、焼酎で911百万円、ソフトアルコール飲料で1,748百万円の減収となりましたが、清
酒で539百万円、その他の部門で1,200百万円の増収となり、前期並みの84,909百万円となり
ました。

• 一方、コストアップなどにより、売上原価は前期比534百万円増加し、売上総利益は前期比
622百万円減益の30,622百万円となりました。

• 販管費は、運送費、管理費等が減少しましたが、広告宣伝費、販売促進費が増加し、前期並
みの28,608百万円となりました。

• その結果、営業利益は前期比555百万円減益の2,014百万円となりました。

＜期初計画比＞

• 売上高で1,209百万円、営業利益で214百万円、それぞれ期初計画を上回りました。
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• 売上高の主な増減要因は、ご覧の通りです。
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• 前期比での営業利益の増減について説明いたします。

• 原価面では 粗留アルコール 燃料 液糖 米などの原材料価格が高騰し コストダウンと差• 原価面では、粗留アルコ ル、燃料、液糖、米などの原材料価格が高騰し、コストダウンと差
し引いた、ネットのコストアップは674百万円となりました。

• 売上の減少や商品構成の変化など、売上要因による総利益の減少が257百万円となりました。

• 販管費は、運送費を中心に368百万円減少しましたが、宝酒造単体の営業利益は前期比
563百万円の減益となりました。

• 宝酒造単体以外の子会社等の要因は前期並みとなりました。
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• 期初計画比での営業利益の増減について説明いたします。

• 原価面では 粗留アルコールを中心に 想定していた価格よりも単価は低く抑えることができ• 原価面では、粗留アルコ ルを中心に、想定していた価格よりも単価は低く抑えることができ
ましたが、使用量が増えたことなどにより、ネットのコストアップは期初計画から92百万円増加
しました。

• 一方で、販管費が119百万円減少しましたので、宝酒造単体の営業利益は期初計画並みと
なりました。

• また、子会社等では期初計画を上回りましたので、宝酒造グループの営業利益は期初計画
を214百万円上回る2,014百万円となりました。
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• 宝ホールディングス連結の通期業績予想について説明いたします。
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• 売上高から営業利益について、期初計画から見直した点を説明いたします。

• 売上高は タカラバイオグループで399百万円 宝ヘルスケアで250百万円 それぞれ期初• 売上高は、タカラバイオグル プで399百万円、宝ヘルスケアで250百万円、それぞれ期初
計画を下回る見込みとなり、600百万円下方修正し、202,200百万円としました。

• 売上原価は、売上高が計画を下回る見通しであることに加えて、コストアップの抑制などもあ
り原価率が改善し、600百万円減少する見通しであり、売上総利益は期初計画を据え置いて
います。

• 販管費は、広告宣伝費が300百万円、研究開発費が200百万円減少する見込みですが、販
売促進費が500百万円増加する見込みであり、期初計画並となる見通しです。

• その結果、営業利益は期初計画通り9,500百万円としております。
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• 営業外収益から四半期純利益について、期初計画から見直した点を説明いたします。

• 特別利益が600百万円 特別損失が500百万円増加する見通しです• 特別利益が600百万円、特別損失が500百万円増加する見通しです。

• 特別利益については、固定資産売却益が250百万円程度増加する見通しであるのに加えて、
タカラバイオグループにおいて退職金制度の変更に伴う特別利益が発生する見通しです。

• 特別損失については、期初計画では約8億円と見込んでいた投資有価証券評価損を約13億
円に見直しています。

• 以上の結果、当期純利益は期初計画通り4,600百万円としております。

• 当期の株主還元については、8月に1,565百万円の自己株式取得を実施しましたので、業績
予想を前提に、1株当たり9円の配当と合わせて、株主還元性向（算式はP54参照）は56.7%と
なる見込みです。
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• 宝酒造グループの業績予想について説明いたします。
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• 期初計画から見直した点を説明いたします。

• 売上高は 焼酎が1 200百万円 ソフトアルコール飲料が1 000百万円下回る見込みですが• 売上高は、焼酎が1,200百万円、ソフトアルコ ル飲料が1,000百万円下回る見込みですが、
清酒で1,000百万円、原料用アルコール等で700百万円、その他の部門で700百万円上回り、
品目間で増減はありますが、期初計画通り178,000百万円となる見通しです。

• 利益面では、コストアップが想定以下に収まる見込みですので、売上総利益は200百万円上
回る見通しです。

• 販管費は、広告宣伝費が300百万円減少する見込みですが、販売促進費が500百万円増加
する見込みであり、200百万円増加する見通しです。

• 以上の結果、営業利益は期初計画通り7,000百万円としております。

16



• 売上高の主な増減要因は、ご覧の通りです。
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• 前期比での営業利益の増減について説明いたします。

• 原価面では 粗留アルコール 燃料 液糖 米などの高騰により コストダウンと差し引いた• 原価面では、粗留アルコ ル、燃料、液糖、米などの高騰により、コストダウンと差し引いた、
ネットのコストアップは288百万円となる見込みです。

• 売上の増加や商品構成の変化、価格改定への取り組みなどによる総利益の増加は852百万
円となる見込みであり、販管費は、販売促進費を中心に186百万円増加するものの、宝酒造
単体の営業利益は前期比377百万円の増益となる見通しです。

• その結果、宝酒造グループの営業利益は前期比231百万円増益の7,000百万円となる見通し
です。
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• 期初計画比での営業利益の増減について説明いたします。

• 原価面では 粗留アルコールのコストアップ抑制などにより ネットのコストアップは期初計画• 原価面では、粗留アルコ ルのコストアップ抑制などにより、ネットのコストアップは期初計画
を323百万円下回る見込みです。

• 売上要因等による総利益の減少は376百万円となる見込みです。

• その結果、宝酒造単体の営業利益は期初計画を83百万円下回りますが、宝酒造グループの
営業利益は、期初計画の7,000百万円を据え置いております。
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【第Ⅱ部 発表者：代表取締役社長 柿本 敏男】

• 当期の進捗状況について確認した後 主に戦略面について説明させていただきます• 当期の進捗状況について確認した後、主に戦略面について説明させていただきます。
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• 第2四半期累計期間の業績と、11月5日公表の通期業績予想について確認します。

• 宝酒造グループは 期初計画を上回る進捗で推移していますが 下期を少し強めに見た期• 宝酒造グル プは、期初計画を上回る進捗で推移していますが、下期を少し強めに見た期
初計画であったため、通期の予想は変更しておりません。

• タカラバイオグループは、研究用試薬について前期比10%増収の売上目標を立てておりまし
たが、これが前期比7%増収と、期初計画を下回る見込みとなり、通期の売上予想を下方に修
正しました。一方、原価率の改善などにより、営業利益は期初計画を達成できる見込みです。

• 宝ヘルスケアは、黒字化を計画していましたが、健康食品の売上が伸び悩み、当期の黒字
化は厳しい状況となりました。来期、黒字化に再チャレンジしたいと考えています。

• これら、各グループの状況を受け、連結売上高は期初計画を下回る見込みですが、過去
高となる、TaKaRaグループ初の2,000億円台の達成に向けて引き続き取り組んでまいります。

• 連結営業利益は、期初計画を必達目標に、さらなる上積みを目指してまいりたいと考えてお
ります。
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• 昨年4月からスタートしている長期経営ビジョンと、中期経営計画について確認します。

• 長期経営ビジョン「TaKaRaグループ・ビジョン2020」では 『国内外の 強みを活かせる市場• 長期経営ビジョン「TaKaRaグル プ・ビジョン2020」では、『国内外の、強みを活かせる市場
で事業を伸ばし、環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立する』ことを経営目標に
掲げています。

• 「TaKaRaグループ中期経営計画2013」では、『「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向
けて、国内での安定成長を実現するとともに、海外で大きく成長するための事業基盤を拡大
する』ことを基本方針に掲げ、定量目標として、2014年3月期の売上高2,000億円以上、営業
利益 億 上 指す 海外売上高 率 上 成長事業 育成事業 売上利益100億円以上を目指すとともに、海外売上高比率10%以上、成長事業と育成事業の売上
高比率25%以上を目指しています。
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• 中期経営計画の定量目標に対する進捗状況を確認します。

• 売上高は 終年度の目標である2 000億円以上を当期に達成できる見込みです• 売上高は、 終年度の目標である2,000億円以上を当期に達成できる見込みです。

• 営業利益は、 終年度となる来期の業績予想において100億円を掲げられるよう、引き続き
増益に取り組んでまいります。
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• 海外売上高と、成長事業および育成事業の売上高については、為替レートの変動による売
上高の目減りや、連結売上高が中計2年目で2,000億円を達成する見込みであることが影響
し、目標とする比率までストレッチがありますが、それぞれ順調に事業拡大を進めております
ので、これをさらに加速してまいりたいと考えております。
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• 宝酒造グループについて、業績の概況と事業戦略を説明いたします。
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• 第2四半期累計期間の売上高は、焼酎、清酒、その他酒類、本みりん、原料用アルコール、
および、その他の部門のフーデックスや物流で期初計画を上回り、その結果、営業利益も期
初計画を上回りました。

• 通期の業績予想については、もともと期初の計画段階で下期を少し強めに見ていましたが、
足元の経済状況を鑑みると、下期もデフレ下の厳しい営業環境が続くことが予想されるため、
通期では売上高・営業利益ともに期初計画を据え置いております。
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• 宝酒造グループの事業戦略について、国内と海外のそれぞれの事業環境を踏まえて説明い
たします。

• まずは、国内の事業環境と事業戦略です。まずは、国内の事業環境と事業戦略です。
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• こちらのグラフは、日本の人口動態と酒類の課税移出数量の総量を表したものです。

• 人口はピークアウトし 酒類の市場も縮小傾向にあります• 人口はピ クアウトし、酒類の市場も縮小傾向にあります。

• 今後も人口は減少し続けることが予想されるため、国内の酒類市場は漸減傾向が続くものと
考えております。

• しかしながら、このような状況においても、独自の技術で差異化された商品を開発・育成する
ことで、消費者の皆様の支持を得て売上を伸ばすことができるものと考え、日々、商品開発と
育成に注力しております。
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• こちらのグラフは、酒類別の市場規模の推移を表したものです。

• 酒類の総量と ビール類は減少傾向にあります 焼酎は 2004年頃までの本格焼酎ブーム• 酒類の総量と、ビ ル類は減少傾向にあります。焼酎は、2004年頃までの本格焼酎ブ ム
以降、漸減傾向にあります。清酒は、長らく減少し続けていましたが、2011年は震災からの復
興需要もあり、前年を若干上回りました。ソフトアルコール飲料は、増加傾向にあります。ワイ
ンは、ポリフェノールブームの頃よりは減っていますが、 近は再び増加傾向にあります。本
みりんは、横ばいが続いています。

• このような市場環境において、宝酒造は、甲類焼酎と本みりんでトップのシェアを持っていま
すが 他 酒類 プ あすが、他の酒類ではトップではありません。

• 酒類の総量は、今後も減少していくと考えておりますが、トップではない酒類があるということ
は、まだ伸ばす余地があるということです。

• また、トップブランドの商品を複数持つことによって、厳しい市場環境で勝ち残り、確固たる収
益基盤を築くことができると考えております。
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• 宝酒造グループの国内における事業戦略を確認します。

• 中期経営計画では 国内は 酒類事業の収益力強化およびB to B事業の拡大を目指してい• 中期経営計画では、国内は、酒類事業の収益力強化およびB to B事業の拡大を目指してい
ます。

• 国内酒類事業では、新商品の開発、ブランドの育成、収益力の強化を三本柱に、安定的な
キャッシュフローを生み出し、グループの成長を支えることを目指しています。

• B to B事業である調味料・酒精事業では、加工業務用調味料事業と酒精事業の、それぞれB to B事業である調味料 酒精事業では、加工業務用調味料事業と酒精事業の、それぞれ
において事業拡大を目指すとともに、シナジーを活かして、B to Bビジネスを事業の柱として
中長期的に拡大することを目指しています。
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• 国内酒類事業について、商品カテゴリー別の戦略を説明いたします。

＜焼酎＞＜焼酎＞

• 甲類焼酎では、宝焼酎発売100周年を機に、販売促進活動を強化しています。特に注力して
いる「極上＜宝焼酎＞」は、前期比20%増と順調に売上を伸ばしています。

• 本格焼酎では、よかいちブランドの育成の一環として「黒よかいち」にパウチパックの商品を
発売しました。よかいちシリーズでは「黒よかいち」が牽引し、売上は前期比19%増となってい
ます。

• なお、上期は甲類焼酎では市場並みに、乙類焼酎では市場の動向を上回って推移しました。

＜清酒＞

• スパークリング清酒「澪」において、750ml入りの商品を発売しラインナップを強化しました。販
売ルートは300mlと同様に、飲食店、百貨店、通信販売限定です。

• また、「天」と「まろやか冷酒」に加えて、上撰松竹梅にもパウチパックの商品を発売します。エ
コパウチは、冷蔵庫の空いた隙間などに収納しやすく、また分別の必要がないので捨てやす
いということで支持されており、このエコパウチの上乗せもあって、「天」は前期比9%増と順調
に売上を伸ばしています。

• なお、上期は「澪」や「天」に加え、飲食店ルート限定の「豪快」も好調に推移し、販売数量は
前期比5.7%増と、市場が前年割れの中で順調に推移しました。下期も、この好調さを維持し
ていきたいと考えています。
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＜ソフトアルコール飲料＞

• 「焼酎ハイボール」が引き続き順調に売上を伸ばしており、前期比12%増となりました。

• 「直搾り」については 前期に一時的に売上が拡大したため 当期は売上が減少しています• 「直搾り」については、前期に 時的に売上が拡大したため、当期は売上が減少しています
が、女性をターゲットに絞ったデザインリニューアルを行うなど、テコ入れ策を実施しています。

• ソフトアルコール飲料の販売数量は、市場の動向を下回っていますが、「直搾り」の反動減に
よるものであり、この反動のなくなる下期以降、売上を拡大してまいりたいと考えています。

＜調味料＞

• 本みりんにおいて、初めてパウチパックの商品を発売しました。既に発売済みの「料理のため本みりんにおいて、初めて ウチ ックの商品を発売しました。既に発売済みの 料理のため
の清酒」と合わせて、便利なパウチパックの調味料としてご提案しています。

• 本みりんの販売数量は、市場の動向を下回っていますが、これは昨年、市場全体が低調で
あったのに対し、宝酒造がそれを上回って推移していたことの裏返しであり、押しなべて見る
と、市場全体も、5割程度のシェアを持つ宝酒造も、大きな変動はないと見ています。
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• B to B事業である調味料・酒精事業について説明いたします。

• 加工食品メーカーや 惣菜メーカーなどに調味料を販売する加工業務用調味料事業では• 加工食品メ カ や、惣菜メ カ などに調味料を販売する加工業務用調味料事業では、
ユーザーのニーズにきめ細かく対応する商品をご提案し、売上の拡大を目指しています。

• 新商品の開発にあたっては、味わいを付与する機能や、食材の嫌な匂いをマスキングする機
能などの、機能強化に特化した差異化商品を開発しています。

• 商品別の戦略については、酒類調味料では、本みりんと料理清酒を合わせて提案することが
できる強みを活かし、差異化を図っています。また、食品調味料では、発酵調味料でユー
ザーのコストダウンニーズに応え、だし調味料でユーザーの求める味を実現するご提案を
行 す行っています。

• 酒類メーカーや、食品メーカー、化粧品メーカーなどに、原料としてアルコールを販売する酒
精事業では、99％の工業用アルコール市場に参入しました。まだ販売数量は少ないですが、
取引先の拡大に向けて、営業活動を強化しております。

B t B事業の調味料 酒精事業に関しては これらの取り組みを通じて 堅調に売上を伸ば• B to B事業の調味料・酒精事業に関しては、これらの取り組みを通じて、堅調に売上を伸ば
していますが、グループの成長事業に位置づけていますので、より一層、成長を加速させる
べく、さらなる成長戦略を検討してまいりたいと考えています。
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• 原材料価格の動向について確認します。

• 左側のグラフは 粗留アルコールの価格動向を表したものです• 左側のグラフは、粗留アルコ ルの価格動向を表したものです。

• 昨年末から今年の前半にかけて、高止まりの状態が続いてきましたが、レアル安の影響もあり、
足元では少しずつ下落の傾向が見え始めています。

• しかしながら、依然として高止まりの状況でありますし、また、米国の干ばつでトウモロコシが
不作となり価格が高騰するなど、粗留アルコールの価格動向に影響を与えかねない事象も
発生しておりますので、引き続き注視が必要です。

• 右側のグラフは、お米の価格動向を表したものです。

• 2011年産のものは2010年産に比べて、60キログラム当たり2,000円程度高い水準でありました。

• 2012年産のものは、これから本格的に出回ってきますが、2011年産に比べて、さらに1,000円
程度高い水準となっているようであります。

• 原材料価格の動向につきましては、全体的に相場の下落は期待しづらい状況でありますが、材料価格 体 相 下落 期待 状
価格動向に注視し、機を見た仕入れと、自助努力を通じたコストダウンによって、できるだけコ
ストアップを吸収できるよう努めてまいります。
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• 宝酒造グループの海外における事業環境と事業戦略について説明いたします。
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• こちらのグラフは、日本から世界各地への清酒の輸出数量と、海外での清酒の現地生産数
量の推移を表したものです。

• 2009年はリーマンショックの影響で横ばいとなりましたが、それを除くと、順調に拡大していま
す。

• 宝酒造では、日本からの輸出に加えて、米国と中国で現地生産を行っており、海外における
清酒の 大の市場である米国では、3割程度のシェアを占めていると推定しています。
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• こちらは、世界の日本食市場の規模をレストラン軒数で表したものです。

• 北米が14 000軒で 多となっています• 北米が14,000軒で 多となっています。

• 子会社のフーデックス社を通じて日本食材卸事業を行う欧州は2,500軒と、北米の規模には
及びませんが、逆にこれから拡大が期待できる市場であると考えています。
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• 宝酒造グループの海外における事業戦略を確認します。

• 海外で清酒やみりんを製造・販売する海外酒類事業と 欧州で日本食材の輸入卸を行う日• 海外で清酒やみりんを製造・販売する海外酒類事業と、欧州で日本食材の輸入卸を行う日
本食材卸事業の両事業をそれぞれ拡大し、これらの事業を通じて日本食文化を世界に広め
ることで、宝酒造グループの海外事業全体の拡大を目指しています。
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• こちらは、宝酒造グループの海外拠点を示したものです。

• 米国と中国には 現地で清酒やみりんの製造・販売を行う子会社があります• 米国と中国には、現地で清酒やみりんの製造・販売を行う子会社があります。

• 日本食材卸事業については、2010年4月にフランスのフーデックス社の株式を取得して事業
に参入いたしました。

• また、酒類・調味料の営業拠点として、英国駐在事務所、パリ駐在事務所に加えて、今年、シ
ンガポール駐在事務所を開設し、東南アジアおよびオセアニア市場に向けた営業も強化し
ています。
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• 主な海外子会社の状況について説明いたします。

＜米国宝酒造＞＜米国宝酒造＞

• 上期は清酒を中心に売上を伸ばし、利益面でもコストダウンなどが寄与して増益となりました。

• 通期では、売上高は期初計画を下回る見込みですが、営業利益は期初計画を上回る見込
みであり、前期比では増収・増益を見込んでいます。
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＜宝酒造食品＞

• 上期は、清酒および焼酎の売上が好調で増収となり、それに伴い営業利益も大幅に増益と
なりました。なりました。

• 反日感情の高まりの影響から、9月以降の売上高は減少しておりますが、通期では、売上高
は前期並み、営業利益は増益を見込んでおります。
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＜フーデックス＞

• 新規取引先の開拓などによって、売上高を順調に伸ばすことができております。

• 利益面では ユーロ安による調達価格の上昇 販管費の増加などにより 上期の営業利益は• 利益面では、ユ ロ安による調達価格の上昇、販管費の増加などにより、上期の営業利益は
減益となりましたが、通期では前期並みとなる見込みです。

• ユーロ安による調達価格の上昇分につきましては、売値への反映を順次行っております。

• フーデックスは、フランスを中心に、イタリア、スイス、ベルギーなど、周辺諸国に販売エリアを
拡大しており、各エリアで順調に取引先を増やしており、今後も売上高および営業利益を順
調に伸ばしていくことができると考えております。

42



• 健康食品事業を行う宝ヘルスケアの概況について説明いたします。
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• 上期は、ヘルスケア事業の売上が前期を上回り、営業損失も改善しましたが、主力のフコイダ
ンシリーズが低調であり、売上高・営業損失ともに期初計画を下回りました。

• 当期は黒字化を達成できない見通しとなりましたが、来期の黒字化に向けて、策を練ってま当期は黒字化を達成できない見通しとなりましたが、来期の黒字化に向けて、策を練 てま
いりたいと考えております。
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• 後に、経営基盤・経営方針の継承と、その推進の一層の強化につきまして、少し述べさせ
ていただきます。
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• TaKaRaグループは、酒類・調味料事業という基盤事業と、バイオ事業と健康食品事業という
有望な将来性のある成長・育成事業を併せ持つ、独自性の高い事業ポートフォリオを築き上
げてきております。

• 今後は、国内外の強みを活かせる市場において、現在の事業ポートフォリオをさらに強化す
ることで、より一層、環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立することを目指してい
ます。

• この方向性を示していますのが、長期経営ビジョンであり、その実現に向けた第一ステップが
現在進行中の「TaKaRaグループ中期経営計画2013」であります。

• バイオ事業はTaKaRaグループの成長、および将来の成長を牽引する事業であります。

グ プ 収益 柱 収益基盤 在 あ 酒類 味料事業• しかし、TaKaRaグループにおける収益の柱、収益基盤は現在はあくまでも酒類・調味料事業
を中心とする宝酒造グループであります。

• 今後も宝酒造グループの安定的な成長なしにはTaKaRaグループの企業価値向上は望めな
いと考えております。
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• バランスのとれた事業ポートフォリオの実現のためには、宝酒造グループは、国内で安定的
な収益を確保しながら海外の事業を拡大し、タカラバイオグループは遺伝子工学研究事業
で利益成長を続けながら、将来の成長に向けた遺伝子治療の商業化を実現することが必要
です。

• しかしながら、国内の酒類市場におきましては、少子高齢化、飲酒傾向の変化、デフレによる
節約志向などにより、商品の多様化が進むとともに、数量が減少するという厳しい状況が続い
ています。

• 一方、海外では日本食文化の定着とともに、日本酒市場は拡大しつつあります。

• また、バイオにおきましては、技術の日進月歩は目覚ましく、商品のライフサイクルも短くなり、
開発競争は激化しております開発競争は激化しております。

• このように、市場環境は厳しいものがありますが、従来から取り組んでおりますように、独自の
技術で差異化された、お客様が望まれる安全で高品質の商品・サービスを開発・育成するこ
とで、新たな成長の機会を手にすることができると確信しております。

• TaKaRaグループの先頭に立って、総力を結集して取り組んでまいります。

• 以上で 私からの説明を終了いたします ご清聴ありがとうございました• 以上で、私からの説明を終了いたします。ご清聴ありがとうございました。
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